
全国の寄附者の皆々様 

 

ふるさと納税 NPO支援への御礼 

 

この度は、本会の NPO 活動のご紹介からお入りいただき、ふるさと納税という形

でご支援いただき厚く御礼申し上げます。 

寄附金につきましては、引き続き、住民の通いの場づくり、子育て支援や制度外

支援等、非営利事業に充当させていただければと存じます。皆様からのご寄附は、

地域貢献へのご参加とご意志の表明と受け取り、大切に活用させていただきます。 

 

コロナは一定の落ち着きがみられるとはいえ、未だ医療・介護・福祉の現場では

予断を許さない状況です。年明けの石川能登地震の被害は極めて深刻であり、長期

的な支援が必要になっています。更に 1 月は、国の有識者により提言がなされ、人

口減少への危機意識の欠如がこの 10年の反省として、何もしなければ日本経済・私

たちの暮らしを含め衰退の一途たどると警笛がなされました。長寿化の更なる進展、

世帯単位の縮小、それらに伴い新たな生活支援の需要等、課題は山積しますが、今

後はＩＴ等のテクノロジーの活用も含め、外国人雇用者の労働環境整備、高年齢者

の雇用、多様な働き方のマッチングなど、更に進んだ雇用環境整備が急務となりま

す。急速に変化する時代ではありますが、地域のニーズを探り、新たな事業展開に

つなげていけるよう今後も努力してまいります。 

  

「子どもからお年寄りまで、体が不自由になっても、いつまでも住みやすい福祉

のあるまちづくり」という理念を忘れず、少しでも近づくよう、これからもスタッ

フ一同、佐賀県の地域福祉づくりの一助になるよう努力してまいりたいと思います。 

 

末筆ながら、重ねまして御礼申し上げると共に、皆様のご健康とご多幸を心より

お祈り申し上げます。 

 

 

令和 6年 1月 20日 
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